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●三島町生活工芸館 （福島県建築文化賞受賞）
●子どもたちのための「ものづくり教室」
●三島町生活工芸品展
●三島町物産館
103 
母校の工業意匠学科、デザイン科学講座、意匠
論 ・意匠史教育研究分野に籍をおいています。こ
の研究分野は通称「第一講座」といわれてきたも
ので、故小池新二先生、故福井晃一先生、大給近
達先生など、日本のデザイン教育 ・研究に大きな
足跡を残された先生方が担当されてきました。そ
の由緒ある歴史を継承 • 発展させるべく、徴力な
がら努力いたしております。
ここにご紹介する写真は、 10年来おつきあいさ
せていただきながら展開している「福島県三島町
生活工芸運動」のひとこまです。東北地方でも有
数の過疎地域である三島町は、「家族や隣人が車座
を組んで、身近な索材を用い、父祖の代から伝わ
る技術を活かし、生活の用から生まれるいつわり
のない本当のもの、みんなの生活のなかで使える
ものを、山村に生きる喜ぴの表現として、真心を
こめてつくり、それを生活のなかで活用し、みず
からの手で生活空間を構成する」（三島町生活工芸
憲章、昭和56年制定）という哲学のもと、町を挙
げて「現代版自給自足生活」の確立をめざしてい
ます。これは一日にして完成するといったもので
はなく、実に息の長い、困難も多々ある運動では
ありますが、 三島町の方々との親密なおつきあい
を通して、新たなデザイン開発や流通などが軌道
にのりつつあります。国の助成を受けて建設され
た「三島町生活工芸館」はいまや「ものづくり道
場」になっておりますし、各種の生活工芸品が並
べられた「三島町物産館」は流通の窓口になって
います。そんな努力が認められ、国井喜太郎買を
受賞いたしました。
物質文明が豊かになった反面、それに反比例す
るかのように、「もの」や「ものづくり」に関する
わたくしたちの想いは脆弱になっているとさえ感
じられます。「三島町生活工芸運動」を首唱し、実
際にその運動を展開してくるなかで、わたくしは、
いま、人間の自己証明として「もの」や「ものづ
くり 」があることを、人間の創出したかけがえの
ない文化として 「もの」や「ものづくり」がある
ことを、自然に対する愛情の表現として「もの」
や「ものづくり 」があることを、そして、不断の
「ものづくり 」の有無は地域社会の生と死の表象
そのものであることを痛感しています。
今後も、地域社会との緊密な交流のなかで、地
域の人びととともに、デザインとはなにかを問い、
デザイン実践を行なっていこうと考えています。
